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　青木（東北大）：実際に，試験的にやってみて報告され

ており，しかも非常にいい精度で測定されています．

　廣田（気象研）：新しい観測方法が開発され新しいデー

タが出てくることによって，今まで断片的で使われてい

なかったデータもよみがえってくるわけで，そういうこ

とを考えると，衛星の観測データだけではなく，従来あ

たロケヅトの観測データもつきあわせて考えていくこい

とが必要になってくるのではないかと思います．

　中島（気象庁高層）：新しい方法がいろいろと開発され

ってきており，ある意味では気象学の中心になってきて

るかもしれないのですが，このようなときに，もう一度

基本にたち返って，測定とは何かということを考えなお

す必要があるのではないかと思われます．
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